
但馬国分寺跡整備基本計画策定業務プロポーザル実施要領 

 

１ 目的 

  この要領は、但馬国分寺跡整備基本計画策定業務契約候補者選定について必要な事項を

定めるものとする。 

 

２ 業務概要   

⑴  件名     但馬国分寺跡整備基本計画策定業務 

⑵  業務の目的 

市では、国指定史跡「但馬国分寺跡」の保存と活用を図るため、史跡公園としての

整備を計画している。 

但馬国分寺跡は、豊岡市日高町の市街地中心に位置しており、160ｍを一辺とする

史跡推定地内には住宅地と東西南北に複数の市道が内包している。よって整備計画

では史跡と既存の住環境の共存を図る整備が必要な状況となっている。 

本業務は史跡整備に伴う総合的な計画となる「但馬国分寺跡整備基本計画」の策定

を目的とする。策定にあたっては、2024 年度末に策定された「但馬国分寺跡保存活

用計画」の各方針に基づき整備基本計画を策定する。 

 

⑶  業務内容   別紙「但馬国分寺跡整備基本計画策定業務仕様書」 

（以下「仕様書」という。）のとおりとする。 

⑷  業務期間   契約締結の日から 2027年３月25日まで 

 

３ 見積限度額（予算額） 

    8,661千円（消費税及び地方消費税を含む。） 

  なお、参考見積書の金額が、見積限度額（予算額）を超過した場合は失格とする。 

 

<２箇年の事業費内訳>※参考 

2025年度：3,663千円 

2026年度：4,998千円 

 

４ 実施形式   

  公募型プロポーザル方式 

 

５ 参加資格  

プロポーザルに参加できる者は、次に掲げる事項を満たす者でなければならない。  

⑴ プロポーザル方式により契約しようとする業務（以下「該当業務」という。）における

豊岡市での競争入札参加資格者名簿に登録されていること。  

⑵ 豊岡市指名停止基準（平成17年豊岡市制定）による指名停止の措置期間中でないこと。  

⑶ 豊岡市入札参加資格制限基準（令和３年豊岡市制定）第２条各号いずれかの資格制限

事由に該当する者でないこと及び第３条の規定による資格制限を受けている者でないこ

と。 

⑷ 競争入札参加資格審査申請において、提出された書類の記載事項に虚偽がないこと。  

⑸ 破産法（平成16年法律第75号）の規定により破産の申立てがなされていないこと。  

⑹ 会社更生法（平成14年法律第154号）に基づき更生手続き開始の申立てをしていないこ

と又は民事再生法（平成11年法律第225号）に基づき再生手続き開始の申立てをしていな



いこと。ただし、会社更生法の規定による更生計画又は民事再生法の規定による再生計

画について、裁判所の認可決定を受けた者を除く。  

⑺ 豊岡市暴力団排除条例（平成24年豊岡市条例第32号）第７条に規定する措置の対象に

該当していないこと。 

⑻ 前記(1)で規定する豊岡市競争入札参加資格者名簿に登録されていない者が提案者と

なろうとする場合は、次に掲げる事項の書類を提出し、確認したうえで当該プロポーザ

ル方式に参加させる。 

ア 法人にあっては、履歴事項全部証明書（登記簿謄本） 

イ 商号登記している個人にあっては、履歴事項全部証明書（商号登記簿謄本） 

ウ 商号登記していない個人にあっては、身分証明書及び登記されていないことの証明

書 

エ 財務諸表（法人及び個人） 

オ 豊岡市税の納税義務のある者は納税証明書（最新の事業年度の記載内容であるもの。

ただし、納税証明書に記載されている未納額（滞納額）が0円であるものに限る。） 

カ 法人事業税の納税証明書（都道府県で発行されたもので、最新の事業年度の記載内

容であるもの。ただし、納税証明書に記載されている未納額（滞納額）が0円である

ものに限る。 

キ 法人にあっては納税証明書（その３の３「法人税」及び「消費税及地方消費税」）、

個人にあっては納税証明書（その３の２「申告所得税及復興特別所得税」及び「消

費税及地方消費税」）。ただし、税務署で発行されたもので、最新の事業年度の記載

内容であり、納税証明書に記載されている未納額（滞納額）が０円であるものに限

る。 

 

６ 募集内容 

 ⑴ 募集方法   

市公式ウェブサイト等を通じて募集 

⑵ 応募方法 

 プロポーザルに参加を希望する者は、必要書類を次のとおり提出すること。 

ア 提出書類 

(ｱ) 参加申込書（様式１） １部 

(ｲ) 会社概要（様式２）  １部 

イ 提出方法 電子メール、持参又は郵送（郵送の場合、配達を証明できるものに限る。 

持参の場合は、土・日曜日、祝日を除く。） 

⑶ 応募期限及び受付時間 

ア 提出期限 

2025年５月 30日（金）午後５時まで（必着） 

イ 提出先 

豊岡市役所観光文化部文化・スポーツ振興課文化財室（豊岡市立歴史博物館内） 

担当：武縄（たけなわ）、吉岡（よしおか） 

〒669-5305 兵庫県豊岡市日高町祢布 808 

ＴＥＬ：（0796）21-9012 

Ｅ-mail：bunkazai＠city.toyooka.lg.jp 

ウ 受付時間 

午前９時から午後５時まで（正午から午後１時までを除く。） 

⑷ 参加資格審査 



応募事業者について、前記５に規定する参加資格の有無を審査する。 

ア 参加資格審査結果の通知 

全応募者に対し、参加資格の審査結果を 2025年６月２日（月）までに電子メール

にて通知する。 

イ 参加資格審査結果に関する質問 

(ｱ) 参加資格の審査の結果、参加資格を有しないとされた事業者は、その理由につ

いて、市に説明を求めることができる。 

(ｲ) (ｱ)の説明を求めようとする事業者は、2025年６月６日（金）午後５時（必着）

までに、市に電子メール又は書面（直接持参又は郵送）により、説明を求めなけれ

ばならない。 

(ｳ) 市は、2025年６月10日（火）までに(ｲ)の質問に対する回答をする。 

⑸ 質疑・回答の実施 

実施要領等の内容に対する質問がある場合は、質問書（様式３）を次のとおり提出す

ること。なお、電話又は口頭等による質問は受け付けない。 

ア 提出期限  2025年６月２日（月）午後５時まで（必着） 

イ 提出先   ６⑶イに同じ。 

ウ 提出方法  電子メール（提出先：bunkazai＠city.toyooka.lg.jp） 

なお、当該業務の質問書であること及び質問者を把握しやすくするため、電子メー

ルの件名は次のとおりとする。 

「但馬国分寺跡整備基本計画策定業務質問書（□□）（□□は会社等の名称又は略称） 

エ 質疑回答日   2025年６月６日（金）※予定 

オ 回答の方法 

質疑内容とその回答を市公式ウェブサイトに掲載する。なお、本業務の応募に必要

と判断される質疑のみ受け付けるものとする。 

⑹ 辞退届の提出 

   参加申込後にプロポーザルを辞退する者は、辞退届を次のとおり提出すること。なお、

この場合でも、本業務以外の業務において不利益を被ることはない。 

ア 提出期限  2025年６月９日（月）午後５時まで（必着） 

イ 提出先   ６⑶イに同じ。 

ウ 提出方法  持参又は郵送による。郵送の場合は、配達したことを証明できるもの

に限る。 

エ 提出書類  辞退届（様式４） １部 

 

７ 企画提案書等の提出  

提案者は、企画提案書等を次のとおり提出すること。 

 ⑴ 提出期限  2025年６月 10日（火）午後５時まで（必着） 

⑵ 提出先   ６⑶イに同じ。 

⑶ 提出方法  持参又は郵送（郵送の場合は配達を証明できるものに限る。持参の場 

合は、土・日曜日、祝日を除く。） 

⑷ 提出書類   

   ア 業務実施体制回答書及び企画提案書提出届（様式５） 正本１部 

   イ 実施体制各種調書及び企画提案書 正本１部、CD等の記録媒体による PDFデータ

１部 

(ｱ) 会社概要（様式２）  

(ｲ) 業務実績調書（様式６） 



(ｳ) 業務実施体制（様式任意） 

※業務実施体制には、総括責任者に加え、作業ごとの人員配置・担当者・担当者

の略歴、業務に参画する専門家・専門家の略歴なども記載すること。 

(ｴ) 担当者の経歴及び実績等調書（様式７） 

   ※業務実施体制で記載した人数分提出すること 

(ｵ) 工程表（様式８） 

(ｶ) 企画提案書 

(ｷ) 参考見積書（任意様式）  

※見積書は合計金額だけでなく、年度ごとの金額の積算内訳も記載すること。 

※見積書の各単価は消費税抜きで記載し、別欄に消費税額を明示したうえで、見 

積合計金額には、消費税込みの額を記載すること。 

※消費税率は 10％で積算すること。 

⑸  作成要領  

別紙「企画提案書作成要領」参照 

 

８ 審査概要  

⑴  審査委員会 

「但馬国分寺跡整備基本計画策定業務契約候補者選定委員会 （以下「委員会」とい

う。）」を設置し、企画提案書類等の審査を行う。 

⑵ 審査方法 

ア 評価 

(ｱ)   「但馬国分寺跡整備基本計画策定業務契約候補者選定委員会委員 （以下「委

員」という。）」は、提出された企画提案書等の確認及び応募事業者からのプレゼ

ンテーション、ヒアリングを行い、別に定める審査項目及び配点等に基づき、企

画提案内容を総合的に評価する。 

(ｲ) 応募事業者の評価は加点方式により行う。 

イ 第１次審査（書類審査） 

参加資格を満たすと判断された事業者が４事業者以上あった場合、書類審査を行い、

各委員の評価点を合計し、得点の高い順に上位３事業者までを、第２次審査の対象と

する。 

参加資格を満たすと判断された事業者が３事業者以下の場合は、参加資格を満たす

全ての事業者を第２次審査の対象とする。 

ウ 第１次審査結果通知 

(ｱ) 通知時期  2025年６月 13日（金）予定 

(ｲ) 通知方法  第１次審査通過者に電子メールで通知 

エ 第２次審査（プレゼンテーション等による最終審査） 

第１次審査を通過した事業者に対して、第２次審査（プレゼンテーション及びヒア

リング）を行う。 

(ｱ) 開催日   2025年６月 18日（水）予定 

  ※本市の都合により日程を変更する場合がある。 

(ｲ) 開催場所  豊岡市役所 豊岡稽古堂 1-4 

(ｳ) 出席者   当該業務に参画予定の３人までとする。 

(ｴ) 説明事項  プレゼンテーションでは、企画提案書に記載されている内容の範

囲内で説明を行うこと。 

(ｵ) 参加通知  第２次審査への参加通知は６月 13日（金）を目途に通知する。 



(ｶ) その他   プレゼンテーション20分、ヒアリング20分程度を予定している。

プレゼンテーションに必要な機器は、参加者が用意すること。ただ

し、60インチモニター1台、HDMIケーブル、ホワイトボードは市

が用意する。 

オ 選定 

別に定める審査基準に基づき、第１次審査の採点と第２次審査の採点を合計して契

約候補者及び次点者を選定する。なお、合計点が同じ場合は、委員の合議により決定

する。 

なお、評価点数の満点を 100点に換算し、60点に満たない場合は、最高評価点を獲

得しても契約候補者としない。 

カ 最終審査結果 

最終審査結果は、第２次審査参加者全てに 2025年６月 23日（月）までに書面で通

知するともに市公式ウェブサイトで公表する。 

 

９ 日程（予定） 

募集開始               2025年５月16日（金） 

参加申込締切           2025年５月30日（金）午後５時まで 

質問受付締切           2025年６月２日（月）午後５時まで 

質問回答               2025年６月６日（金） 

企画提案書等受付締切   2025年６月10日（火）午後５時まで 

第１次審査             2025年６月13日（金） 

第１次審査結果通知     2025年６月13日（金） 

第２次審査             2025年６月18日（水）（予定） 

第２次審査結果通知     2025年６月23日（月）（予定） 

契約締結               2025年６月下旬（予定）  

業務開始               2025年６月下旬（予定）   

 

10 審査基準 

  本プロポーザルは、以下の基準に基づき審査する。 

⑴  1次審査（書類審査） 

審査項目 評価の視点 配点 

業務実施体制及び業務

実績 

▪本業務に対する実施体制、業務に携わるス

タッフの経歴、同種業務及び関連業務の実

績等について評価する。 
15 

見積金額 ▪本業務に係る費用について評価する。 10 

⑵ ２次審査（プレゼンテーション等審査） 

審査項目 評価の視点 配点 

業務に対する考え方 ▪本業務の目的の理解度を評価する。 ５ 

業務実施手順 ▪作業工程等の提案内容について評価する。 10 

仕様書の業務に対する

提案内容 

▪仕様書に対する提案内容を評価する。 

 

25 



豊岡市に対する取組 ▪本業務全体を通じて豊岡市の特性を反映し

た取組の提案内容について評価する。 

▪会議支援、パブリックコメント支援など事

務支援の提案内容について評価する。 

15 

独自提案 ▪仕様書に定めるもの以外の事項の提案内容

について評価する。 

10 

業務に対する意欲 ▪業務に取り組む意欲、熱意、積極性を評価

する。 10 

 

11 情報公開 

豊岡市情報公開条例（平成 17年豊岡市条例第７号）に基づき、本プロポーザル実施に関

する情報について、情報公開するものとする。ただし、同条例第７条第２号（法人その他

の団体に関する情報又は事業を営む個人の当該事業に関する情報で、公にすることにより

事業者等の事業活動上の正当な利益を害する情報）に該当するものについては、非公開と

する。 

 

12 失格事項 

契約締結までに次に掲げる事項に該当することが判明した事業者は失格とし、当該事業

者を契約候補者として選定しない。なお、失格事項に該当した事業者は、判明した時点以

降の本プロポーザル手続きに参加できない。また、失格事項に該当することが判明した時

点で順位が定まっている場合には、当該事業者の順位を無効とし、次順位以降の事業者の

順位を繰り上げるものとする。  

⑴ 契約締結までに参加資格を満たさなくなったもの。 

⑵ 必要書類が提出期限後に到着した場合。ただし、勘案すべき正当な理由があった場合

はこの限りではない。 

⑶ 提出書類に不備がある場合   

⑷ 書類等の提出、回答、報告等、市が必要と認める事項を正当な理由なく拒否した場合   

⑸ 提出した書類等に虚偽の記載があった場合   

⑹ 参考見積書の金額が、「３ 見積限度額（予算額）」を超える場合 

⑺ 参考見積書の金額と内訳書の金額が一致しない場合 

⑻ 談合その他の不正行為、審査の透明性及び公平性を害する行為、公平かつ適正な事務

手続を妨害する行為等と市が判断した場合 

 

13 契約  

⑴ 手続の進め方 

契約候補者特定後、随意契約に係る協議を行い、協議が整い次第、速やかに随意契約

の手続きを行うものとする。なお、特定された者はあらためて見積書を提出するものと

する。  

⑵ 仕様等の確定 

仕様等については、契約候補者の選定をもって契約候補者の企画提案書等に記載され

た全内容を承認するものではない。 

協議において、必要な範囲内において企画提案書の項目の追加・変更又は削除を行っ

たうえで本契約の仕様に反映させることができるものとする。 



⑶ 契約金額 

契約金額は、企画提案時に提出した見積額を超えないこととする。ただし、協議時に

企画提案書等に記載された項目に追加等があった場合はこの限りではない。 

⑷ 契約書 

契約書は、市が準備するものを使用する。 

 

14 その他留意事項  

⑴ 本プロポーザルの参加に要する費用はすべて参加者の負担とする。 

⑵ 提出された企画提案書等は返却せず、市の公文書として組織内で複写・配付を行う場

合がある。 

⑶ 提出された企画提案書等は、本市の許可なく公表又は使用してはならない。また、契

約候補者となった場合、業務実績として本市の名前を挙げることは可能であるが、仕様

書の公開等業務内容の詳細については、本市の許可なく開示できない。  

⑷ 業務上知り得た情報を他に漏らすことはできない。 

⑸ 企画提案書の提出は、１者につき１案とする。   

⑹ 企画提案書を提出するにあたり他者の協力を得た場合はその旨を明記すること。 

⑺ 参加申込業者に関しては公表しない。 

⑻ 審査に係る電話等での問合せには応じない。   

⑼ 審査に対する異議を申し立てることはできない。 

⑽ 成果品の著作権は本市に帰属する。 

 

15 問合せ先 

豊岡市役所観光文化部文化・スポーツ振興課文化財室（豊岡市立歴史博物館内） 

担当：武縄（たけなわ）、吉岡（よしおか） 

〒669-5305 兵庫県豊岡市日高町祢布 808 

ＴＥＬ：（0796）21-9012 

Ｅ-mail：bunkazai＠city.toyooka.lg.jp 

 


